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Ｎｏ.１０８ 

2019・９ 

◆新潟県（上越地区）でミニセミナーが開催されました 

◆台風１５号による被災状況（千葉県より） 

全国の事業所から 

（特非）四日市市知的障害者育成会 

おのえ作業所 

   ≪三重県 四日市市≫ 

今号では 

 
【おのえ作業所の皆さん】 
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Ｎｏ.１０８ ２０１９年９月発行 

３ 

 

令和元年度 第２回運営委員会を新潟で行いました 

4 

 

新潟県（上越地区）でミニセミナーが開催されました 

6 

 

台風１５号による被災状況（千葉県より） 

８ 

 

全国の事業所から 

おのえ作業所（三重県 四日市市） 

1０ 

 

地区協議会より 

新任職員研修会「当事者の立場から」（静岡県） 

１２ 

 

編集後記 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北欧福祉事情視察に若干数の空きができました 

会員事業所の皆さまには既にご案内をしていますが、１１月１３日（水）から２１日（木）

にかけて、全国事業所協議会で北欧福祉事情視察のツアーを企画しています。 

現在、ツアーの催行に向けて関係先と調整をしていますが、申し込み後のキャンセル等が

発生したため、若干数の空きができました。 

お申し込みの最後のチャンスになりますので、ご希望される場合には、次のお問い合わせ

先にご連絡をお願い致します。 

〔お問い合わせ先〕 

日通旅行株式会社 団体営業部 営業第一課 【電話】０３-６２５６-０１７１ 

担当：石野（いしの）・二神（ふたがみ）【E-mail】 ke-ishino@nittsu.co.jp 

営業時間 ：平日９：００～１８：００ （土・日・祝日 休み） 

mailto:ke-ishino@nittsu.co.jp
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９月１３日に妙高市の新井ふれあい会館の会議室で、今年度第２回目となる運営委

員会を開きました。 

今回の運営委員会では以下の内容について協議いたしました。 

① 全国事業所協議会の今後のあり方について 

② 事業所協議会規約について 

③ 事業所協議会ニュースについて 

・１０８号（今号）の進捗状況の確認を行いました。  

・１０９号（１０月に発行予定）と１１０号（１１月に発行予定）の紙面構成 

の情報共有をしました。 

④ 令和元年度の全国研修大会（静岡大会）について 

・大会要綱の作成に向けて内容の検討。 

⑤ 来年度以降の全国研修大会の開催予定地について 

・令和２年度（２０２０年度）・・・大阪市 

・令和３年度（２０２１年度）・・・新潟県 妙高市 

⑥ その他 

・２０２１年度に開催予定の全国研修大会に向け、新潟県上越地区の事業所協 

議会の役員と開催時期等についての意見交換。 

（事業所協議会事務局長 石川 明博） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

令和元年度 第２回運営委員会を新潟で 
行いました 

開催されました（10月4日） 
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９月１２日にアパリゾート上越妙高にて、新潟県上越地区研修セミナー（出張セミ

ナー）が開催されました。 

今回のセミナーを新潟県で開催した経緯としては、令和３年（２０２１年）度に開

催する全国事業所協議会全国研修大会の候補地として新潟県を考えています。全国研

修大会に向けた協議も兼ねての状況からでした。 

当日は新潟県手をつなぐ育成会の五十嵐理事長

にもお越しいただき、冒頭のご挨拶では、全国的な

育成会の課題として会員の高齢化や減少の傾向が

あり、県育成会においても同じ傾向があるとありま

した。一方で、各地域の育成会と事業所が車で例え

ると両輪となり、地域の実態に応じた活動をするこ

とにより、地域に住んでいる障がい児・者は元より、

家族にとっても、地域において自らが望む安心で安

全な生活をするためには、育成会・事業所ともに欠

かせない資源であると力強い言葉がありました。 

研修会では、上越地区事業所協議会の現状報告と、全国手をつなぐ育成会連合会が

国に対して行った要望活動の報告がありました。 

まず、上越地区事業所協議会の現状報告について

は藤田会長よりありました。新潟県では広大な県域

のため、１９９６年（平成８年）の事業所協議会結

成時には、上越地区・中越地区・下越地区の３地区

で結成されたということでした。その後、自立支援

法や総合支援法の施行により加盟各事業所の事業移

行をしていき、また、事業所の運営主体組織の役員

が高齢化していき、事業継承がままならず法人合併

や事業譲渡がされて数を減らし、現在では上越市と

妙高市の１１事業所で構成しているとありました。 

また、地区の協議会で抱えている課題としては、作業所黎明期から数えて第３世代、

第４世代と言われる若い職員が増えつつある中、事業所の設立された当時の社会情勢

や経緯を知る職員が少なくなるため、意識が希薄になっていくのではないかという危

機感を持っているという事でした。 

藤田会長がお話された、事業所設立時の経緯や想いについて職員の意識から薄らい

できている状況は、全国の事業所でも同様になっています。全国事業所協議会として

も、親の会である育成会が地域で生活をする障がい児・者のために活動の場を作りあ

げ現在に至っていることを、全国各地の事業所に携わっている職員に伝えていく責務

を感じました。 

次に全国手をつなぐ育成会連合会の田中統括より、今年７月に厚生労働省と文部科 

新潟県上越地区研修セミナー（出張セミナー）が 

開催されました（９月１２日） 

 

【五十嵐理事長のご挨拶】 

 
【現状報告をする藤田会長】 
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学省に提出した要望書のうち、厚生労働省への要望

事項について、厚生労働省から提示された概算要求

の概要を用いながらポイントの説明がありました。 

なお、全国連合会からの要望書と、厚生労働省か

らの概算要求の概要については、以下のリンクを参

照してください。 

【全国連合会の要望書（厚生労働省）】 

http://zen-iku.jp/wp-content/uploads/2019/07/190710r2mhlw.pdf 

【厚生労働省（障害保健福祉部）の概算要求の概要】 

https://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/20syokan/dl/gaiyo-11.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セミナーの最後には意見交換が設けられました。 

フロアーから出た意見には、地域の学校に通っている障がいのある児童・生徒が、

通学の際に送迎バスを利用しても長距離・広範囲の移動をしている実態があり、急迫

な事態になった時に個別での対応がされにくい環境になっている。同様のことが事業

所にもあり、車両を使用して利用者の送迎対応をしているが、送迎に対応する職員体

制や運行車両について限られた中で実施しているため、急迫な事態になった時に個別

の対応も難しいため、送迎に対応する人員を手厚くするためには国からの給付費だけ

でなく、地方では独特の課題も存在するため加算や補助金での補完を育成会として運

動を進めて欲しいとありました。 

今後も全国事業所協議会では、各地区からのご意見をいただきながら全国連合会を

通じ、国やその機関等に対して各種要望をして参りたいと考えています。皆さま方か

らのご意見やご要望をお聞かせください。 

（事業所協議会運営委員長 松﨑 伸一） 

 
【解説をする田中統括】 

 
【活発な意見交換もあった会場の様子】 

http://zen-iku.jp/wp-content/uploads/2019/07/190710r2mhlw.pdf
https://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/20syokan/dl/gaiyo-11.pdf
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ほっとすぺーす７月号では、昨年の西日本豪雨から１年として岡山から報告を、ま

た今年６月末の豪雨について鹿児島からの報告を載せさせていただきました。 

今年はもう大丈夫だろうと思っていたところでしたが、更に豪雨や台風による災害

が発生してしまいました。８月末には佐賀で豪雨被害が、９月になって千葉で大きな

台風被害となりました。千葉での台風被害は停電という形で大きな爪痕を残し、まだ

復旧といえない状態のようです。強風によって何が起きるか私たちは実感がありませ

ん。いったん停電になったら事業所やグループホームで何が起きるか、他人ごとでは

ありません。 

被災地の早い復旧・復興を願うばかりですが、千葉県事業所協議会の会員事業所か

ら、いち早い報告をいただきましたのでご紹介いたします。（編集部） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

台風１５号の爪痕 

特定非営利活動法人 ぽぴあ  

理事長 関口 幸一 

私どもは千葉県の袖ケ浦市にあるＮＰＯ法人ぽぴあという、障害をお持ちの方の地

域生活、人生を応援している、親が作った法人です。 

グループホームは１９棟、通所施設は就労継続Ａ型１ヶ所、Ｂ型２ヶ所、就労移行

支援１ヶ所、生活介護１ヶ所。この他にヘルパー派遣事業所、相談支援事業所を運営

する、比較的活動範囲が多岐にわたるＮＰＯ法人です。 

あの９月８日の夜、空が轟々と鳴り、家がつぶれるかと思うような揺れ方をしまし

た。朝起きたらあちこちに飛来物が。なぎ倒された電柱や倒木があちこちにあり、そ

して停電。ぽぴあの畑は全滅してしまいました。 

ぽぴあの施設でも被害が出ていました。エアコンの室外機が風に飛ばされたのか、

壁にぶつかり損傷。それ以外の大きな被害がなかったのは不幸中の幸い。 

停電はグループホーム６棟と、全ての通所事業所、そして相談支援事業所等が入っ

ている本館で発生。 

グループホーム１棟は、すごい量の水浸しになっており、周りに川も池もない場所

での、思いもよらない被害でした。理由は嘘みたいな話ですが、公園のすぐそばに位

置していたこと。公園から飛んできた枝と葉っぱで２階のベランダの排水溝がつまり、

そこに溜まった大量の水が家の中に流れ込んだものでした。 

街はコンビニも、レストランも、ガソリンスタンドも、店も、病院も壊滅状態。東

京電力は１０月９日中の復旧を目指すと発表。猛烈に暑い日でしたが、今日１日頑張

れば明日は通常通りになるはずでした。対策は「冷蔵庫のふたを開けるな」程度。職

員との連絡は携帯やラインでできる状態でした。 

我が家も停電していて、夜の暑いことと言ったら窓を開けていても半端ではなく、

ただでさえ汗だくになる暑さと不安で眠れないのに、すぐ目の前の家が発電機を使用

していて、一晩中猛烈な音。地獄の始まりでした。 

しかし、１０日になっても停電は全く復旧せず。東電は明日中の復旧を目指すとい

う。昼頃になるとラインやメールが繋がらなくなり、携帯が途切れ途切れになり始め

台風１５号による被災状況（千葉県より） 
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ました。理由が分からず。また冷蔵庫の中のものが使えなくなり始めました。 

１１日になると、携帯も全く繋がらなくなり、もはや事業所間や職員間での通信手

段がなくなりました。冷凍物、冷蔵物、アイスなどはもはや全て残骸。しかも、東京

電力の発表に疑いが芽生え始め、いったい何時まで続くのだろうという不安が職員の

間に出始めました。 

その職員たちの自宅も停電、屋根や壁が壊れて修理どころかビニールシートも張れ

ない人たちがいて、にもかかわらず、その中で支援に来ている状態。 

例えるなら、夜はゴーストタウンで生活、昼は陸の孤島で生活、生活スタイルは縄

文時代。でも職員は利用者のために頑張って支援に来ている。 

この頃になると、車のガソリンが心配になり始めました。たまに営業しているスタ

ンドを見つけると、そこは何キロにもわたって車が並んでいます。道は大渋滞です。

車の中でエアコンを効かせて過ごすのが難しくなってきました。 

ぽぴあでは、とりあえず１５日の日曜日までの７日間の籠城を前提とすることとし

て、関係者を集めて食料の状態確認と今後の確保対策を検討。並行して臨時のメニュ

ー作りをしました。 

幸いなことは、ぽぴあでは、こんな場合に備えてグループホームのキッチンのほと

んどをプロパンガスにしておいたことです。また、家族亭という飲食店を運営してい

ることなどから、災害も念頭に置き、米はいつも半月分くらいの備蓄をしていました。 

また、Ａ型事業所がスーパー（小さくない普通のスーパー）を経営しているので、

肉や魚は別として、様々な食材が備蓄と同様な状況にありました。職業柄、卸や市場

の状況を把握しやすいので、今後の計画も立てやすい状況にありました。 

ぽぴあには、普段から金曜日に全ての車両のガソリンを満タンにしておくという仕

組みがありました。台風は日曜日の夜。偶然ですがここでもこの仕組みが幸いしまし

た。 

被災した状況の中、職員の苦労は並大抵ではなかったと思いますが、利用者の皆さ

んは暑かったことを除けば、それほど大きな影響を受けずに済んだのではないかと思

います。 

その後、１３日金曜日の夕方になって突然電気が点いた！そして、食事の前にお風

呂に入った。エアコンを入れた。携帯電話が繋がった。発電機のうるさい音が消えた！ 

利用者が明るい電気の下で白いご飯を食べたいと言いました。 

だが、まだ千葉には被災の真っ最中の人たちがいます。その人たちの心中や苦労は

いかばかりのものか。一日も早い復活を祈りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今度の台風で学んだこと 

〇相当長期の停電がありうる。 

〇台風の前にガソリンを満タンに。 

〇サーバー、固定電話、精米機用に発電機の準備を。 

〇米は半月分の備蓄を。 

〇水は一週間分の備蓄を。 

〇キッチンの調理器具は電気でなく、プロパンを。 

〇冷凍物、冷蔵物は二日目には使えなくなる。野菜は三日目には使えなくなる。 
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  おのえ作業所〔特定非営利活動法人四日市知的障害者育成会〕 

（三重県 四日市市） 
 

おのえ作業所は、１９８３年（昭和５

８年）１０月、子どもたちの養護学校の

卒業後の進路の確保という切実な思いか

ら、当時の「手をつなぐ親の会」の保護

者たちが四日市市の支援を受けて運営組

織を立上げ、１９８４年（昭和５９年）

４月に無認可作業所「尾上授産所」とし

てスタートし、ご家族の想いが託された

大事な事業所です。 

自立支援法の施行以降は、２００８年（平成２０年）８月に現在の「おのえ作業所」

に名称変更を行い、就労継続支援Ｂ型事業所として再出発しました。 

現在では利用者２０名（定員２０名）、職員８名（パート含）で、毎日段ボールの

加工や組み立ての作業をしています。 

職員の約半数は障がいのある方のご家族で、利用者の想い、ご家族の想いの両方を

汲み取りながらサポートをしています。また、親の会の「四日市市手をつなぐ育成会」

の役員でもあるので、ご家族と職員の橋渡しも担っていただいています。 

利用者の３割は職員より通所歴が長い方な

ので、段ボールの作業も大ベテランです。 

山積みの段ボールをもくもくとバラしてい

くＹさん、難しい組立をパパッと仕上げるＪ

さん、重い段ボールをトラックにヒョイと積

み込むＫさん。職員は利用者の皆さんを適材

適所へ導くだけで、利用者の皆さんは担当と

なった場所で、それぞれが持っている能力を

発揮しています。 

見学者が来ると、まず驚かれるのが作業所

の雰囲気です。 

利用者の皆さんは「あぁ、おなかすいた」、

「眠いなぁ」、「昨日のサザエさん見た？」等

と言いながら、利用者の皆さんの笑顔が絶え

ない、とても家庭的な雰囲気です。そして、

何よりも楽しみにされているのが昼食後の休

憩時間のカラオケです。 

 

 

【おのえ作業所の全景】 

 
【段ボールの加工作業】 

 
【昼休みのカラオケ】 
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事業所がお休みの週末等には、育成会が主催している本人の余暇支援活動グループ

（おとこのこくらぶ・おんなのこくらぶ・ひながの会・さくら会）が月１回あったり、

年３回のバス旅行も企画していただいており、休日の楽しみも日々の生活のハリにな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地の事業所も同様だと思いますが、おのえ作業所でも障がい者本人もご家族も高

齢になりつつあります。 

職員としても、病気や親なき後（親の支援なき後）がこれからのテーマになり、中

心になってくるのかな～と心配はつきません。 

それでも、毎日楽しく沢山の作業をして、みんなが笑顔になれる「おのえ作業所」

を続けていきたいと思います。 

（特定非営利活動法人四日市知的障害者育成会 おのえ作業所 水谷 泉・上川 かずみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 
【バス旅行・富田ハウス（ＧＨ）の皆さん】 

 
【バス旅行でのひとコマ】 
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８月１０日（土）に静岡県総合社会福祉センターで、「静岡県作業所連合会・わ」が

主催の新任職員研修会を開催しました。 

今回の報告は、講師でお話しいただきました杉山氏より寄稿いただきましたので、

そのまま掲載させていただきます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

当事者って誰？みんなで考えよう。 

毎年夏になると、作業所連合会・わの新任職員研修会で話してほしいと声をかけて

いただきます。もう恒例行事のようになりつつありますね。 

お話しのテーマは「当事者の立場から」というもの。 

みなさんに尋ねてみました。当事者って誰のこと？福祉事業者や世論で障がいを持

っているか、持っていないかで当事者であるか、ないかを自然と区別したりしていま

せんか？と。だから当事者の立場から話しをするということは、「私自身」のことにつ

いてみなさんと一緒に考えていきたい。だから今年もお話しします。確かこんな風に

語りかけているように感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、福祉事業所で働いているいわゆる職員のみなさんは、システムとして、障が

いを持つ人たちを利用者と教わり、障がいを持たない人が職員である。という関係性

を伝えられ、利用者とサービス提供者という、不思議な距離感の中で「一緒に働く」

ことになります。 

上司？同僚？指導者？いったいどういう関係なのでしょうか？私自身も答えを出せ

ません。でも、障がいを持つ、持たないということで日頃の関係が区別することがあ

ってはならないのです。 

 

静岡県作業所連合会・わ  

新任職員研修会「当事者の立場から」を開催しました 
 

 
【講演をする杉山氏】 
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作業所や事業所の日常の活動の中で、そんなことをみんなで考えて話し合う時間あ

りますか？ 

いや、そんなことを言われても・・・そんな声が聴こえてきそうですが、障がいを

持つ人と障がいを持たない人とが、常に一緒に過ごしているという強みを活かしてす

ごくおもしろいこときっとできますよね。まさしくそれは「私たち抜きに私たちのこ

とを決めないで」ということ。 

もっとたくさんの語りをできる機会をこれからもみんなで作っていきましょう。 

（特定非営利活動法人 ゆうゆう舎 杉山 元太） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【多数の参加がありました】 
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９月９日午前に台風１５号が千葉県を通過し、大規模停電や住宅の損壊など、甚大

な被害をもたらしてから２週間程が経過します。 

２２日午後１０時現在で、南房総市、市原市など、いまだ約２３００戸が停電して

いるとのこと。約１万戸に上る住宅被害では、飛ばされた屋根瓦をブルーシートで覆

うなど応急処置でしのいでいる状態だとお聞きしております。災害に遭われた方々に

は、お見舞申し上げますと共に一日も早い復旧を願っております。 

今回の災害で、日産自動車は２０１８年５月から、ＥＶ

（電気自動車）を使って社会課題の解決に取り組む「日本

電動化アクション」として「ブルー・スイッチ」活動をス

タート。大規模停電をサポートするため、ＥＶ「リーフ」

計５３台を千葉県内の各施設に貸し出している。この貸出

先の１つである千葉県市原市にある入所の施設では、停電

対応で苦慮している中、電気自動車に搭載されたバッテリ

ーから電気を給電することができて大変助かったと伺った。 

民間活力を駆使した非常時の復旧の在り方や連携につい 

ても福祉施設として考えていきたい。 

（東北ブロック 石川 明博） 
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